
 
 

 

生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

 

令和 4年 6月 27 日 

 

          （名称）弥富市公共交通活性化協議会          
  

０．地域公共交通確保維持改善計画の名称 

弥富市地域公共交通確保維持改善計画 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

■市内の公共交通網 

・現在の市内の公共交通は、鉄道では名古屋市への通勤・通学を始め周辺都市への交通手段

としてJR関西本線（弥富駅）、近鉄名古屋本線（近鉄弥富駅、佐古木駅）が東西に横断し、

名鉄尾西線（弥富駅、五之三駅）が北進している。 

・市内の大部分の公共交通サービスを担っているバス路線は、北部、南部、東部の3つのルー

トで運行するきんちゃんバス（コミュニティバス）のほか、飛島公共交通バス蟹江線や木曽

岬町自主運行バスが運行している。そのうち、飛島公共交通バス蟹江線が地域間幹線系統と

して、蟹江線に接続する東部ルートがフィーダー系統として国庫補助を受けて運行してい

る。また、きんちゃんバス全ルートが近鉄弥富駅で、北部ルート及び東部ルートは佐古木駅

でも鉄道と接続している。 

■目的 

・平成 21年 7 月に弥富市地域公共交通活性化協議会を発足し、平成 22年 3 月に「弥富市

地域公共交通総合連携計画」を策定し、平成 22 年 6 月 21 日より地域公共交通活性化・

再生総合事業の計画事業として、通学・通勤・通院・買い物など市民生活のための移動

手段の確保、公共交通空白地域の解消を目的として新たにコミュニティバスの実証運行

を開始した。また、平成 24年 4月より地域公共交通活性化・再生総合事業の計画事業（経

過措置）としての実証運行を終了し、本格運行へと移行した。平成 28年 3月には「弥富

市地域公共交通網形成計画」を策定し、「市民生活と地域を支える持続可能な地域公共交

通の確保・維持」という基本方針の下、まちづくり等の上位･関連計画と連携するととも

に、地域特性や利用者特性に応じた継続的な改善を行い、使いやすく環境にもやさしい

地域公共交通として確保・維持することを目的としている。 

・なお、令和 3年 3月に新計画として「弥富市地域公共交通計画」を策定した。 

■必要性 

・利用者総数は少ないものの本格運行開始以降増加傾向を維持しており、令和 2 年度の

利用者実態調査等の結果では「利用者の約 8割が 65 歳以上の高齢者で、買い物や通院、

公共施設の利用目的の利用が多い」という特徴を把握されたことから、高齢者等交通

弱者の交通手段確保として確保・維持していくことが必要である。また、「弥富市地域

公共交通計画」に基づき、今後も市内バス運行の改善・充実のため、ニーズに即した

ダイヤの見直し、隣接する自治体との連携等の検討を行い、あわせて地域公共交通確

保維持事業により、鉄道や飛島公共交通バスなどの幹線に接続し、市民生活と地域を

支えるフィーダー系統として確保・維持していくことが必要である。 

 

資料３ 

（当日差替え版） 



 
２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

「弥富市地域公共交通計画」における目標に基づくものとする。 

※弥富市地域公共交通計画 P130～131 

 

目標①：使いやすい地域公共交通網の形成による利用者数の維持・増加 

人/年 

 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

南部ルート 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 

北部ルート 35,000 37,000 39,000 41,000 43,000 45,000 

東部ルート 15,000 16,000 17,000 18,000 19,000 20,000 

全 体 85,000 88,000 91,000 94,000 97,000 100,000 

   ※年度は 4 月から翌年 3 月の決算年度としている。 

目標②：利用促進策の展開等による新規利用者の獲得 

新規利用者獲得数 ： 毎年 80 人以上 

目標③：利用者 1 人当たり運行経費の削減による持続性の確保 

目標年（令和 7年度）における利用者 1人当たり運行経費 ： 1,000 円/人以下 

目標④：収支率の改善による持続性の確保 

目標年（令和 7年度）における収支率 ： 6.0％以上 

目標⑤：住民意見交換会の実施による地域公共交通を創り、支える環境の形成 

目標年（令和 7年度）までの意見交換会の開催数 ： 2 回以上 

 

（２）事業の効果 

「弥富市地域公共交通計画」に基づく取組みの推進により、コミュニティバスの運行

を維持することが可能となり、高齢者等の通院や買い物等の市民の日常生活に必要不可

欠な移動手段が確保され、高齢者等の外出が促進される。 

また、市内鉄道との接続により、名古屋方面を始めとした通勤・通学や買い物に対応

する公共交通ネットワークを構築することができ、クルマに過度に依存しない社会の構

築にも繋がる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

「弥富市地域公共交通計画」に基づき事業を実施するものとする。 

※弥富市地域公共交通計画 P131～ 

 

基本理念・基本方針と対応目標 

基本理念 市民生活と地域を支える持続可能な地域公共交通の確保・維持 

基本方針 

基本方針１：地域特性や利用

特性に応じた使いやすい地域

公共交通網の形成 

基本方針２：継続的な利用促

進策等の取組みの展開によ

る地域公共交通の維持･活性

化 

基本方針３：地域や行政、交

通事業者等が協働・連携し、

持続可能な地域公共交通を

創り、支える環境の形成 

目標① 〇 〇  

目標② 〇 〇  

目標③ 〇 〇  

目標④ 〇 〇  

目標⑤   〇 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付 

①系統の概要  市域全体 … 別紙「バス路線図」参照 

            ・北部ルート … 総合福祉センター ～ 総合福祉センター 

                 （経由地：近鉄弥富駅・佐古木駅） 

         ・南部ルート … 総合福祉センター ～ 総合福祉センター 

                 （経由地：近鉄弥富駅・西部臨海部） 

         ・東部ルート … 総合福祉センター ～ 総合福祉センター 

                 （経由地：近鉄弥富駅・佐古木駅） 

                 （飛島公共バス接続バス停：亀ケ地・善太橋西） 

路線図 … 別紙「バス路線図」参照  

②予定している時刻表 … 別紙「バス時刻表」参照 

③運行事業者の決定方法 

  バス運行の事業者選定については、過去に弥富市内の路線バス運行を行っておりこ

の地域に精通していること、市内やこの地域に路線をもつ唯一の乗合バス事業者であ

ること、今後隣接する自治体との連携の検討を考えているなか隣接自治体の運行委託

を行いバスダイヤや路線の調整の際に同じ事業者であれば、調整が進めやすいこと等

を総合的に評価し、三重交通（株）を選定した。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

弥富市から運行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫補助金を運行経費

から差し引いた差額分を負担することとしている。 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

三重交通（株） 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法【活性化法

法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

該当なし 

８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧【地域間幹線系統の

み】 

該当なし 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

 
 
 



 
 

11．外客来訪促進計画との整合性【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

該当なし 

12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要【地域内フィーダー系統のみ】 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付 

13．車両の取得に係る目的・必要性【車両減価償却費等国庫補助金を受けようとす

る場合のみ】 

該当なし 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果【車両減価償却費等国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の負担者【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補

助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策）【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合の

み】 

該当なし 

17．貨客混載の導入に係る目的・必要性【貨客混載導入経費国庫補助金を受けよう

とする場合のみ】 

該当なし 

18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果【貨客混載導入経費国庫補助金を受

けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

 



 
20．協議会の開催状況と主な議論 

令和 3 年 6 月 21 日 第 1 回弥富市地域公共交通活性化協議会 

・令和 4年度地域公共交通確保維持改善計画案について審議 

・利用促進策、バス停名等変更について審議 

・南部地域における急行バス社会実験運行について審議 

令和 3 年 11 月 10 日 第 2 回弥富市地域公共交通活性化協議会 

・南部地域における急行バス社会実験運行について協議 

・南部地域公共交通網再編について協議 

令和 3 年 12 月 27 日 第 3 回弥富市地域公共交通活性化協議会 

・無料お試し乗車券配布結果について報告 

・令和 3年度地域公共交通確保維持改善事業・事業（自己）評価について審議 

・バス停名変更について審議 

・第 2 期南部地域における急行バス社会実験運行について審議 

・南部地域公共交通網再編について協議 

令和 4 年 3 月 29 日 第 4 回弥富市地域公共交通活性化協議会 

・令和 4年度事業計画(案)及び予算(案)について審議 

・第 2 期南部地域社会実験運行バス（南部地域通学通勤バス）について報告 

・南部地域公共交通網再編について協議 

令和 4 年 6 月 27 日 第１回弥富市地域公共交通活性化協議会 

・令和５年度地域公共交通確保維持改善計画（案）について審議（予定） 

・無料お試し乗車券について審議（予定） 

・第２期南部地域社会実験運行バス（南部地域通学通勤バス）について報告（予定） 

・南部地域公共交通網再編について協議（予定） 

21．利用者等の意見の反映状況 

弥富市地域公共交通活性化協議会の構成員には、市民又は利用者の代表として、区長

会、民生・児童委員協議会、福寿会、女性の会、名古屋港西部臨海地帯企業連絡協議会

等の代表者や公募委員 2 名が委員として参加している。また、弥富市地域公共交通活性

化協議会の場で検討協議した結果を踏まえて本計画を策定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
22．協議会メンバーの構成員 

市民及び利用者の

代表 

区長会長 

民生・児童委員協議会会長 

福寿会会長 

女性の会代表 

名古屋港西部臨海地帯企業連絡協議会会長 

公募委員（2 名） 

学識経験者 （公財）豊田都市交通研究所主幹研究員 

愛知運輸支局長又

はその指名する者 
国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官 

愛知県の関係行政

機関の職員 

愛知県都市・交通局交通対策課担当課長 

愛知県海部建設事務所維持管理課長 

愛知県蟹江警察署交通課長 

一般旅客自動車運

送事業者及び関係

団体職員 

（公社）愛知県バス協会専務理事 

名古屋タクシー協会専務理事 

三重交通（株）桑名営業所長 

名古屋近鉄タクシー（株）営業部長 

一般旅客自動車運

送事業者の事業用

自動車の運転者が

組織する団体 

愛知県交通運輸産業労働組合協議会議長 

市職員 
弥富市市長 

弥富市副市長 

市長が必要と認め

る者 

飛島村総務部長 

木曽岬町危機管理課長 

 

本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所） 弥富市前ケ須町南本田 335 番地   

（所 属） 弥富市役所市民生活部市民協働課 

（氏 名） 富居                

（電 話） 0567-65-1111 内線(7062)      

（e-mail） anzen@city.yatomi.lg.jp        
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近
鉄

往
1
5
.2

K
m

西
末

広
芝

井
弥

富
駅

南
口

復
0
.0

K
m

芝
井

総
合

福
祉

往
1
9
.3

K
m

西
末

広
近

鉄
弥

富
駅

南
口

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

復
0
.0

K
m

名
古

屋
競

馬
場

鍋
田

支
所

近
鉄

往
1
4
.5

K
m

弥
富

中
学

校
弥

富
駅

南
口

復
0
.0

K
m

名
古

屋
競

馬
場

鍋
田

支
所

・
弥

富
中

学
校

総
合

福
祉

往
1
8
.6

K
m

近
鉄

弥
富

駅
南

口
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

往
0
.0

K
m

名
古

屋
競

馬
場

海
南

こ
ど

も
の

国
・
弥

富
中

学
校

総
合

福
祉

往
2
0
.3

K
m

近
鉄

弥
富

駅
南

口
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

復
0
.0

K
m

近
鉄

名
古

屋
競

馬
場

往
1
7
.0

K
m

弥
富

駅
南

口
芝

井
復

0
.0

K
m

近
鉄

往
1
1
.6

K
m

弥
富

駅
南

口
弥

富
中

学
校

鍋
田

復
0
.0

K
m

総
合

福
祉

往
1
5
.1

K
m

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

弥
富

中
学

校
鍋

田
復

0
.0

K
m

総
合

福
祉

十
四

山
福

祉
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

・
佐

古
木

駅
総

合
福

祉
往

3
3
.0

K
m

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

近
鉄

弥
富

駅
南

口
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

循
環

3
3
.0

K
m

近
鉄

佐
古

木
駅

・
十

四
山

福
祉

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

総
合

福
祉

往
2
8
.5

K
m

弥
富

駅
南

口
近

鉄
弥

富
駅

南
口

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

復
2
7
.9

K
m

運
行

系
統

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
)

北
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
B

)

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

（
申

請
番

号
）

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

及
び

佐
古

木
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
2
9
3

回

利 便 増 進 特 例 措 置

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（
別

表
７

及
び

別
表

９
）

計
画

運
行

回
数

③
2
3
7

回

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

及
び

佐
古

木
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③

三
重

交
通

株
式

会
社

(3
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
A

)

2
9
3

回
三

重
交

通
株

式
会

社
(2

)
北

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

D
)

三
重

交
通

株
式

会
社

(4
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
B

)

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

路
線

定
期

運
行

①
地

域
間

幹
線

系
統

の
飛

島
バ

ス
蟹

江
線

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
2
9
3

回

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
2
8
4

回

路
線

定
期

運
行

①
地

域
間

幹
線

系
統

の
飛

島
バ

ス
蟹

江
線

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
回

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
6
)
東

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

A
)

日
2
9
3
.0

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
7
)
東

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

B
)

2
9
3

日
8
3
0
.0

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
4
)
南

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

O
)

4
9

回
日

2
4
.5

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
5
)
南

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

P
)

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
2
4
4

回
日

1
2
2
.0

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
2
)
南

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

J
)

2
9
3

回
日

2
6
8
.5

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
3
)
南

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

N
)

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
4
9

回
日

2
4
.5

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
0
)
南

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

H
)

2
4
4

回
日

1
2
2
.0

三
重

交
通

株
式

会
社

(1
1
)
南

部
ﾙ

ｰ
ﾄ(

I)

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
2
4
4

回
日

1
2
2
.0

③
2
8
4

回
日

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③
1
2
2
.0

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

三
重

交
通

株
式

会
社

(5
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
C

)

2
9
3

回
日

1
4
6
.5

三
重

交
通

株
式

会
社

(9
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
G

)

三
重

交
通

株
式

会
社

(6
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
D

)

2
4
4

回
日

③
2
4
4

回
日

1
2
2
.0

三
重

交
通

株
式

会
社

(8
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
F
)

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

三
重

交
通

株
式

会
社

(7
)

南
部

ﾙ
ｰ

ﾄ(
E
)

路
線

定
期

運
行

②
(2

)
地

域
間

交
通

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
近

畿
日

本
鉄

道
弥

富
駅

と
接

続
（
乗

継
に

配
慮

し
た

ダ
イ

ヤ
設

定
）

③

系
統

キ
ロ

程

日 日 日 日

計
画

運
行

日
数

2
4
4

回
日

1
2
2
.0

2
9
3
.0

2
,9

3
0.

0

2
3
7
.0

6
1
5
.0

8
5
2
.0



（
注

）

１
．

区
域

運
行

及
び

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

運
行

系
統

の
「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

を
記

載
す

る
こ

と
と

し
、

「
起

点
」
、

「
終

点
」
及

び
「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

２
．

「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か

の
欄

に
キ

ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

３
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
公

共
交

通
利

便
増

進
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

５
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

６
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

７
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。


